
（別紙３）

～ 令和8年4月30日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ 令和8年4月30日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

常にアンテナを張り、新しいアイデアを否定しない。

2

ご利用者のリクエストに応える。

3

更なる福利厚生の充実に取り組んでいる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

こまめな断捨離と整理整頓。スペースの有効活用。

2

忌憚のない意見が事業所に届きやすい環境づくり。

3

日替わりの活動 受入れ前に当日のご利用者にフィットする活動をきめ、前回の

ものをそのまま提供せず、さらに楽しくなるように調整してい

る。

職員が実践して楽しめるものでなければいけないと意識してい

る。

○事業所名 あゆっこ中依知教室

○保護者評価実施期間
令和7年5月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年5月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年5月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

食育 ビュッフェ・模擬店・ブラインドテイスティング・もちつき・

調理・おやつづくり・芋掘りなどを活動として提供し、さまざ

まな食材に触れ、食べるものの種類や経験を増やして食の幅を

ひろげられるよう意識している。

加配加算 児童の為にも職員が長く勤めてもらえるように、働きやすく、

スキルアップができ、やりがいを感じられる職場環境づくりを

意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

段差があり、広くはない室内環境。 物品が多い。

苦情に対しての対応が不透明。 事例が少ないからだとは思う。ホームページにも窓口は用意し

ているものの認知度が低い。

事業所における自己評価総括表公表


